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52 
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資金支出 

人件費 教育研究経費 

管理経費 施設・設備関係支出 

その他の支出 その他 
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253 
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資金収入 

学生生徒等納付金収入 前受金収入 

その他の収入 補助金収入 

雑収入 その他 

 

 令和２年５月２８日 

令和元年度決算の概要 

 

 学校法人北野学園の決算数字の詳細は、計算書類に記載していますが、決算の概要につ

いてご説明いたします。 

 

（１）資金収支計算書 

本年度の資金収入の総額は６億７５百万円、資金支出の総額は６億１７百万円で、収支

は５８百万円の収入超過となり、翌年度繰越支払資金は７億６７百万円となりました。 

以下、収入の部と支出の部に分けまして、予算比で増減要因を説明いたします。 

収入の部 総収入は予算比１億５２百万円増加の６億７５百万円で、主な増減要因は、雑

収入の退職金財団交付金収入２１百万円、その他収入の第３号基本引当特定資

産取崩収入１億円、貸付金回収収入１億円等が増加しました。一方、補助金収

入が１３百万円、資金収入調整勘定の期末未収金収入４７百万円等が減少しま

した。 

支出の部 総支出は予算比９４百万円増加の６億１７百万円で、主な増減要因は、人件費

支出１０百万円、施設関係支出１６百万円、その他の支出の貸付金支払支出１

億円等が増加しました。一方、管理経費支出３百万円、設備関係支出７百万円、

資金支出調整勘定２３百万円等が減少しました。 

                               （単位 百万円） 

資金収入調整勘定 △３０１          資金支出調整勘定  △２６ 

  期末未払金   △４７            期末未払金   △２６ 



 前期末前受金  △２５４ 

（２）活動区分資金収支計算書 

 活動区分収支計算書は、教育活動による資金収支、施設整備等活動による資金収支、そ

の 

他の活動による資金収支で構成されています。 

 本年度の各々の資金収支差額は、 

教育活動資金収支差額      ９１５千円の支出超過 

施設整備等活動資金収支差額   ３５百万円の支出超過 

その他の活動資金収支差額は   ９４百万円の収入超過となりました。 

その結果、支払資金の増減額は５７百万円の増加となりました。 

                             （単位 百万円） 

科目 金額 

教育活動資金収入計 ４９２ 

教育活動資金支出計 ４７７ 

差引 １５ 

調整勘定等 △１６ 

教育活動資金収支差額 ０ 

施設設備等活動資金収入計 １５ 

施設設備等活動資金支出計 ５１ 

施設設備等活動資金収支差額 △３５ 

その他の活動資金収入計 ２０５ 

その他の活動資金支出計 １１１ 

その他の活動資金収支差額 ９４ 

支払資金の増減額 ５７ 

 

（３）事業活動資金収支計算書 

 事業活動収支は、①教育活動収支②教育活動外収支③特別収支の３つの活動区分で構成

され、各活動区分の収支差額の合計となる基本金組入前当年度収支差額を計上したうえで、

前年度からの繰越収支差額と当年度の基本金組入額・基本金取崩額を調整し、翌年度繰越

収支差額を計上しています。 

①教育活動収支 

 教育活動収入は、雑収入の退職金財団交付金が２１百万円増加、経常費等補助金１４百

万円減少しましたが、予算比５百万円増加の４億９１百万円となりました。 

教育活動支出は、人件費１百万、教育研究経費３百万円増加等があり、予算比５百万円

増加の５億５１百万円となりました。 

 その結果、教育活動収支差額は、６０百万円の支出超過となりました。 



368 

76 

24 

13 8 

教育活動収入  ４９１ 

学生生徒等納付金 経常費等補助金 

雑収入 付随事業収入 

その他 

345 
117 

87 

教育活動支出 ５５１ 

人件費 教育研究経費 

管理経費 その他 

                            （単位 百万円） 

 

②教育活動外収支 

 その他の受取利息・配当金収入１百万円増加しまして、教育活動外収支差額は１百万円

の収入超過となりました。 

③特別収支 

 現物寄附１百万円、施設設備補助金１５百万円増加しまして、特別収支差額は１７百万

円の収入超過となりました。 

 上記①から③により、基本金組入前当年度収支差額は４１百万円の支出超過となりまし

た。 

                            （単位 百万円） 

 令和元年予算 令和元年実績 差額 

教育活動収入 ４８５ ４９１ △５ 

教育活動支出 ５４５ ５５１ △５ 

教育活動収支差額 △６０ △６０ ０ 

教育活動外収支差額 ０ １ △１ 

経常収支差額 △６０ △５８ △１ 

特別収支差額 １８ １７ １ 

基本金組入前収支差額 △４２ △４１ ０ 

基本金組入額 △３０ △３４ ４ 

当年度収支差額 △７２ △７６ ４ 

基本金取崩額 ０ １０２ △１０２ 

翌年度繰越収支差額 △１，８３２ △１，８５２ ２０ 



 

（４）貸借対照表 

 令和元年度末の資産は２８億４０百万円で、前年度比３６百万円減少しました。主な増

減要因は、減価償却等により有形固定資産２９百万円、第３号基本金引当特定資産取崩１

億円減少しましたが、流動資産で現金預金５７百万円、未収入金３７百万円増加したこと

によります。 

 負債は４億７６百万円で、前年度比５百万円増加しました。主な増減要因は、長期借入

金９百万円、退職給与引当金６百万円減少しましたが、未払金２２百万円増加したことに

よります。 

 一方、純資産は２３億６３百万円となり、前年度比４１百万円の減少となりました。 

 

「資産の部」 

■有形固定資産 

（本年度末 ２，０１２百万円   前年度末 ２，０４１百万円  ２９百万円減少） 

 新規に取得した資産は、 

 （１）建物 

・短大本館エアコン更新           １１百万円 

・図書館耐震化工事             ２９百万円 

（２）教育研究用機器備品 

・ＰＣ，プロジェクター、書架、スクリーン等  １百万円 

（３）管理用機器備品 

・リトグラフ、ＡＥＤ等            １百万円 

（４）車両 

・幼稚園園バス買替              ７百万円 

（５）図書                  ３百万円 

■特定資産 

（本年度末 ０円       前年度末 １００百万円  １００百万円減少） 

 第３号基本金引当特定資産１００百万を取崩によるものです。 

■流動資産 

（本年度末 ８１８百万円    前年度末 ７２３百万円  ９４百万円増加） 

・現金・預金 

（本年度末 ７６７百万円    前年度末 ７０９百万円  ５７百万円増加） 

 第３号基本金取崩によるものです。 

・未収入金 

（本年度末  ４７百万円    前年度末  ９百万円   ３７百万円増加） 

退職者に係る退職金財団等からの交付金のうち、未収になっている金額の増加による



ものです。 

「負債の部」 

■固定負債 

（本年度末   １８６百万円   前年度末  ２０３百万円   １６百万円減少） 

長期借入金の減少、退職給与引当金の減少によるものです。 

■流動負債 

（本年度末   ２９０百万円   前年度末  ２６８百万円   ２１百万円増加） 

 未払金（退職金）の増加によるものです。 

 

「純資産の部」 

■基本金 

（本年度末   ４，２１６百万円  前年度末  ４，２８３百万円 ６７百万円減少） 

 新規取得資産の組入額以上に、取崩額が発生したことによるものです。 

■翌年度繰越収支差額 

（本年度末 △１，８５２百万円   前年度末 △１，８７８百万円） 

 事業活動収支計算書の項をご参照ください。 

                             （単位  百万円） 

科目 本年度末 前年度末 増減 

固定資産 ２，０２１ ２，１５２ △１３１ 

 有形固定資産 ２，０１２ ２，０４１ △２９ 

 特定資産 ０ １００ △１００ 

流動資産 ８１８ ７２３ ９４ 

 現金・預金 ７６７ ７０９ ５７ 

 未収入金 ４７ ９ ３７ 

資産の部合計 ２，８４０ ２，８７６ △３６ 

固定負債 １８６ ２０３ △１６ 

 長期借入金 ７２ ８２ △１０ 

 退職給与引当金 １１４ １２０ △６ 

流動負債 ２９０ ２６８ ２１ 

 未払金 ２６ ３ ２２ 

負債の部合計 ４７６ ４７１ ５ 

基本金 ４，２１６ ４，２８３ △６７ 

繰越収支差額 △１，８５２ △１，８７８ ２５ 

純資産の部合計 ２，３６３ ２，４０４ △４１ 

 


